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サ

i
ン
キ
ヤ
原
理
の
解
明
の
問
題

|
|
1
4
岱

g
・担〈可曲

rz・
-
E
の
連
関
に
つ
い
て

l
lー

山

口

恵

H電

∞
削
同
町

r
v
E
-
S
2
4曲
の
こ
と
で
あ
る
。

{
1
)
 

(
目
白

E
E
1叩
)
で
あ
り
真
理
(
可
E
V
)
で
あ
る
。

サ
l
ン
キ
ヤ
原
理
と
い
う
の
は
、

∞
削

B
r
F
3・E
立

g
は
し
か
し
、
サ
1
ン
キ
ヤ
の
原
理

ω
削
怯
喜
三

-zzgを
単
に
サ
l
ン
キ
ヤ
の
原
理
と
称
ぶ
な
ら
ば
、
そ
之
に
は

真
理
の
面
が
看
過
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
単
に
サ
l
ン
キ
ヤ
の
真
理
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
原
理
の
面
が
看
過
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

切
削
昏

5
3・
E
2
S
会
単
に
サ
l
ン
キ
ヤ
の
原
理
あ
る
い
は
真
理
だ
と
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
点
、
語
源
的
に
考
慮
す

ベ
き
問
題
も
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
し
ば
ら
く
原
理
|
|
こ
れ
は
仏
教
的
に
い
え
ば
「
縁
起
す
る
諸
法
(
一
切
存
在
)
の
実
相

(
2
)
 

を
明
か
す
も
の
」
で
あ
る
1

1
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

い
ま
こ
こ
に
主
と
し
て
問
題
と
す
る
の
は
、
体
系
的
完
成
に
達
し
た
サ
l
ン
キ
ヤ
説
で
あ
る
。
体
系
的
完
成
に
達
し
た
サ
l
ン
キ
ヤ

53 

説
と
い
う
の
は
、
サ
1
ン
キ
ヤ
・
カ

l
リ
カ

l
(
∞富岡一

F
E
-
Z
Z
E咽
数
論
煩
)
に
お
い
て
窺
わ
れ
る
サ
l
ン
キ
ヤ
の
教
説
1

哲
学
を
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意
味
す
る
。
サ

i
ン
キ
ヤ
・
カ

l
リ
カ

l
は
開
祖
・
カ
ピ
ラ
(
同
喜
一

F
迦
毘
羅
)
以
来
伝
承
せ
ら
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
の
教
説
・
哲
学

を
単
に
継
承
し
た
の
で
は
な
い
。
カ
ピ
ラ
以
来
の
サ
l
ン
キ
ヤ
の
教
説
|
哲
学
を
ば
精
巧
な
組
織
の
も
と
に
独
創
的
な
体
系
と
し
て
完

(
3
)
 

成
し
た
点
で
、
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
サ
l
ン
キ
ヤ
・
カ

1
リ
カ

l
以
前
、
サ
l
ン
キ
ヤ
の
教
説
哲
学
は
種
々
な
形
態
を
も
っ

て
種
々
に
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
(
巴

Z
E
2
L
)や
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
(
富
山
富
喜
削

E
Z
)
を
み
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

カ
l
リ
カ

l
以
前
の
サ
l
ン
キ
ヤ
の
教
説
哲
学
は
、

一
般
に
立
場
の
確
定
や
概
念
の
限
定
に
お
い
て
必

ら
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、

サ
l
ン
キ
ヤ
体
系
と
し
て
明
附
判
明
な
も
の
を
欠
如
す
る
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
カ

l
リ
カ

l
の

体
系
は
、
他
の
諸
学
派
の
立
場
と
明
瞭
に
一
線
を
副
す
る
独
自
の
立
場
、
基
本
構
想
・
批
判
主
義
を
確
定
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
既

往
の
サ
l
ン
キ
ヤ
的
概
念
を
十
分
に
限
定
し
、
三
種
の
根
本
原
理
な
い
し
二
十
五
原
理
(
三
十
五
諦
)
と
し
て
確
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

す
な
わ
ち
カ

l
リ
カ

l
の
は
り
め
に
お
い
て
、
一
二
種
の
根
本
原
理
で
あ
る
「
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
」

(
ミ
白

E
P
変
異
顕
現
)

「
ア
ヴ
ィ
ア

ク
タ
」

(
同
〈
可
白

rg-
非
変
異
非
顕
現
)
・
「
ジ
ニ
ヤ
」

(
Z
P
智
者
真
我
)
が
、
基
本
構
想
・
批
判
主
義
に
も
と
守
つ
い
て
標
示
せ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
独
自
の
論
理
的
基
盤
で
あ
る
三
量
説
に
立
脚
し
つ
つ
、
精
巧
な
組
織
|
ト
リ
グ
ナ

(
4
)
 

の
も
と
に
論
証
確
立
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
根
本
原
理
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
(
匂

Er---
自
性
)
よ
り
の

(
5
)
 

諸
原
理
の
転
変
を
説
く
転
変
説
(
宮
E
Z
B
由
主
主
白
)
の
展
開
の
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。

(
6
)
 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
詳
論
す
る
い
と
ま
を
も
た
な
い
が
、
コ
一
種
の
根
本
原
理
の
、
基
本
構
想
・
批
判
主
義
に
も
と
づ
く
標
示
と
、

(
7
)
 

基
本
命
題
を
も
っ
て
す
る
限
定
概
括
と
に
関
し
て
、
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
三
種
の
根
本
原
理
の
基
本
構
想
・
批
判

基
本
命
題
を
も
っ
て
限
定
概
括
せ
ら
れ
、

(

可

回

開

Z
H
V
P

f恵

主
義
に
も
と
づ
く
標
示
が
サ

i
ン
キ
ヤ
体
系
の
基
本
的
骨
格
の
提
示
を
意
味
す
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
カ

l
リ
カ

l
に
い
う
、

「こ

の
も
の
に
反
対
す
る
も
の
サ
l
ン
キ
ヤ
哲
学
は
、

よ
り
一
そ
う
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ヤ



の
認
識
を
も
つ
が
ゆ
え
に
。
」

(EL--Z円
日
与

〈
ミ〈

同

:0;-' .... 
由i
〈

'< 
p， 
:0;-' .... 
由
~. 

ロ}
釦

〈
同

~. 

ロl
同l
ロ
回l
...，ト

¥--'8 、、J

国『巾〕『白ロ

同i
ロ
ロ
υ3、
門
田
〈

:0;-' 
胆

( と
随
聞こ
)の
とも
をの
意に
味反
す対
る?す
。とる

わも
よの
そ

(
Z号
ー
仲
間
話

-zzf)
と
い
う
場
合
、
こ
の
も
の
(
件
己
)
と
は
、

L
2
2
(
見
)
と

島
崎
叩
宮
は
八
分
医
法
の
ご
と
く
、
経
験
主
義
に
立
脚
す
る
経
験
的
方
法
と
し
て
三
苦

(EfrZE守
主
白

)
l
一
切
苦
の
止
滅
を
目
的
と

す
る
が
、

し
か
し
こ
の
場
合
、
苦
の
止
滅
と
い
う
こ
と
は
決
定
的
で
も
な
く
究
極
的
で
も
な
い
。
決
定
的
(
巾

E
E同
)
と
は
、
苦
を
止

サーンキヤ原理の解明の問題

滅
す
る
必
然
性
と
い
う
こ
と

(
E
Z
E
E
Z丘団吋

2
忠
司
自
国
宰
同

gr)
で
あ
り
、
究
極
的
(
己
可

2
2
)
と
は
、
ひ
と
た
び
止
滅

(
叩
)

し
た
苦
が
再
起
し
な
い
と
い
う
こ
と

(
E〈
立
件

2
3
E
Z
Z目当

Z
E『
2
・
5
Z
E
F
)。
牙
ヱ
白
に
よ
る
苦
の
止
滅
は
決
定
的
究
極

(
日
)

的
で
な
い
か
ら
、
決
し
て
完
全
と
は
い
わ
れ
な
い
。
ま
た
、

E
a
z
i
g
-ヴ
ェ
ー
ダ
の
方
法
!
は
超
経
験
主
義
に
立
脚
す
る
超
経
験

(ロ)

的
方
法
と
し
て
、
苦
の
止
減
を
目
的
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
苦
の
止
滅
は
門
町
田
宮
の
場
合
と
同
様
、
完
全
と
は
い
わ
れ
な
い
。

f
z白
・
削

Z
m
z
t
g
が
三
苦
止
滅
の
方
法
と
し
て
完
全
で
な
い
以
上
、

f
z同
・
削

Z
u
g
-
zの
ほ
か
に
三
苦
止
滅
の
完
全
な
方
法
(
日
)

を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
三
苦
止
滅
の
完
全
な
方
法
を
探
求
す
る
哲
学

(
E
Z印
刷
)
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

サ
l
ン
キ
ヤ
哲
学
は
ま
さ
し
く
こ
の
要
請
に
応
え
う
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
サ

l
ン
キ
ヤ
哲
学
は
骨
岨
宮

-
E
Z
2
2
Eに
正(M
)
 

反
対
な
も
の
で
あ
っ
て
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
グ
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
認
識
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
(
ミ
島

g
・
2
可
長

ZE古田・
4
H
E
E削仲)。

こ
こ
に
、
一
二
種
の
根
本
原
理
の
基
本
構
想
・
批
判
主
義
に
も
と
づ
く
標
示
を
窺
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
三
種
の
根
本
原
理
は
、
ヴ
ィ
ア

ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
と
称
ば
れ
、

向
田
川
主
同
・
削
ロ
Z
U
吋
恒
三
宮
に
反
す
る
サ

l
ン
キ
ヤ
哲
学
の
認
識
の
対
象
と
し
て
標
示
さ
れ

て
い
る
。
お
よ
そ
サ

l
ン
キ
ヤ
哲
学
は
、
コ
一
種
の
根
本
原
理
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ヤ
を
認
識
の
対
象
と
し
て
確

(
日
)

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
法
|
存
在
の
宝
荷
を
解
明
し
、
最
高
目
的
で
あ
る
解
脱
独
存
(
宮

Z
田
守
互
三
百
)
を
実
現
す
る
。
し

55 

か
も
、
三
種
の
根
本
原
理
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ヤ
を
認
識
の
対
象
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
諸
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(
民
)

法
存
在
の
実
相
を
解
明
し
、
解
脱
独
存
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
三
種
の
根
本
原
理
|
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・

ジ
ニ
ャ
の
標
示
は
、
サ

l
ン
キ
ヤ
哲
学
の
基
本
的
骨
格
の
提
示
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
口
)

こ
の
点
、
な
お
論
理
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
註
釈
に
よ
る
と
、
三
種
の
根
本
原
理
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
斥
ヱ
?

(
時
)

官
曲
目
割
引
印
(
℃
巾
円
2
1
2
p
現
量
)
の
対
象
で
あ
り
、

L
1
2
血
目
}
】
2
5
削
宮
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ

(
凶
)

の
対
象
で
あ
り
、
2
5
M
削
E
E
℃
2
5
削
宮
を
も
っ
て
認
識
せ
ら
れ
る
。
こ
の

-
ジ
ニ
ャ
は
E
C
岡
田
宮
中
間
)
E
B
E
印
(
宮
内
巾
2
口
市
巾
咽
比
量
)

場
合
、
三
種
の
根
本
原
理
に
は
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
秩
序
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
三
種
の
根
本
原
理
の
な
か
で
、
第
一
の
認
識

(
初
)

根
拠
は

f
z曲
目
唱
Z
B
宕
出
の
対
象
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
感
覚
経
験
に
も
と
づ
く
直
接
所
与
の
事
実
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
先
な
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
こ
の
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
認
識
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

(

幻

)

(

辺

)

ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
認
識
根
拠
と
し
て
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
5
5品
E
E
有
田
居
間
宮
を
も
っ
て
認
識
せ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
斥
叩
宮
・
司
自
弘
吉

は
用
い
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
超
え
た
も
の
ゆ
え
、
斥
却
ぢ
・
司
2
5
m
g
釦
の
対
象
た
り
え
な
い
か

(
お
)

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ニ
ャ
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
認
識
根
拠
と
し
て
E
Z
E
削
E
E
青
白
B
Z
白
を
も
っ
て
認
識
せ
ら
れ
る
。

丘
駅
出
)

(
仲
立
明

E
S
E
-
三
徳
所
成
)
と
し
て
と
も
に
等
し
く
「
無
智
な
も
の
」
(
2
2
E
P

(
泊
)

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
自
身
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
相
互
の
た
め
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
た
だ
他
者
な
る
智
者

ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
「
ト
リ
グ
ナ
所
成
」

(
Z
2
2
)
|
(
ア
ト
リ
グ
ナ
三
巴
官
官
咽
非
コ
一
徳
)
所
成
ー
の
た
め
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
他
者
な
る
智
者
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ

(
お
)

ィ
ア
ク
タ
が
存
在
す
る
か
、
ぎ
り
、
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ジ
ニ
ャ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
認
識
根
拠

と
し
て

g
z居
間
E
-
司
Z
B
E
白
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
三
種
の
根
本
原
理
l
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
標
一
不
が
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
秩
序
連
関
を
示
唆



R
4
吉
吉
田
・

2
E
r
g
-
Z矢
を
も
っ
て
標
示
さ
れ
る

(
お
)

場
合
、
こ
の
ミ
目

r
s・
2
3
r
g
'
R田
は
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
秩
序
連
闘
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
認
識
根
拠
と
こ
れ
に
も
と
づ

す
る
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
が

い
て
認
識
さ
れ
る
も
の
と
り
フ
認
識
論
上
の
先
後
1

秩
序
連
闘
を
示
唆
す
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
う
ち
、
ヴ

ィ
ア
ク
タ
が
ま
ず
認
識
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
認
識
さ
れ
て
の
ち
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
認
識
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
ジ
ニ
ャ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
認
識
せ
ら
れ
る

0
4民
g
ム
ミ
島

g
-
Z釦
は
こ
の
よ
う

サーンキヤ原理の解明の問題

な
認
識
論
上
の
秩
序
連
関
1

体
系
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
存
在
根
拠
と
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
存
在
す
る
も
の
と
い
う
存

在
論
上
の
先
後
1

秩
序
連
関
を
示
唆
す
る
点
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
う
ち
、

ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
認
識
根
拠
で
あ
る
が
、

ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
し
か
し
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
根
拠
で
あ
る
。
存
在
論
上

ヴ
ィ
ア
ク
タ
よ
り
先
な
る
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
あ
っ
て
の
ヴ
ィ
ア
ク
タ
で
あ
り
、

ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
の
ち
に

成
立
す
る
。
そ
し
て
ジ
ニ
ャ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
根
拠
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ジ
ニ
ャ
の
認

(
幻
)

識
根
拠
で
あ
る
が
、
し
か
し
存
在
論
上
ジ
ニ
ャ
あ
っ
て
の
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
で
あ
り
、
ジ
ニ
ャ
の
の
ち
に
成
立
す
る
。
も

(
錦
)

し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
と
い
う
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
か
?
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駐
(
1
)
の
2
F
0・
m
J
U
Z
富
。

E
m
n
r
o
z
-
o『
印
同
日

5
3目
当
与
与
丘
F
H
g
r
ω
・
5
P
〉
ロ

B-H・

(
2
)
原
理
は
仏
教
的
に
は
〔
真
〕
諦

(
g
q主
と
し
て
の
法
(
昏
己
目
と
を
意
趣
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
〔
無
明
〕
縁
起
す
る
も
の
、
お

よ
び
、
〔
明
〕
縁
起
す
る
も
の
の
す
べ
て
を
明
か
す
の
が
、
〔
真
〕
諦
と
し
て
の
法
で
あ
る
か
ら
。
原
理
が
こ
の
法
を
意
趣
す
る
場
合
、
イ
ン
ド
哲

学

品

R
E
E
と
し
て
の
一
般
に
対
し
て
も
、
新
た
な
視
野
が
拓
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
体
系
と
し
て
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
体
系
と
し
て
完
成
し
な
か
っ
た
も
の
を
予
想
す
る
。
体
系
と
し
て
完
成
し
た
も
の
(
完
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成
体
)
と
、
体
系
と
し
て
完
成
し
な
か
っ
た
も
の
(
未
完
成
体

)
l非
体
系
的
断
片
的
な
も
の
と
は
、
当
然
、
論
理
的
に
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実

際
上
、
正
し
く
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
必
ろ
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
サ
l
ン
キ
ヤ
の
体
系
は
、
今
日
、
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
が
伝
承
し
た
カ

l
リ
カ

l
原

典
以
外
の
種
々
な
も
の
一
般
に
第
二
次
的
資
料
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
|
に
お
い
て
、
種
々
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
し
か
し
、
ヵ

l
リ
カ

ー
の
サ
l
ン
キ
ヤ
説
の
体
系
と
の
異
同
と
い
う
、
サ

l
ン
キ
ヤ
説
の
体
系
一
般
の
理
解
の
た
め
の
根
本
問
題
が
看
過
ご
さ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う

か
つ

(
4
)
間
同

1
r
p
N
h
ω

一丘町・

(
5
)
こ
の
場
合
、
注
目
す
べ
き
は
、
サ
l
ン
キ
ヤ
が
二
十
五
原
理
を
数
え
あ
げ
つ
つ
転
変
説
の
哲
学
体
系
を
構
成
す
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
サ

i
ン
キ

ヤ
は
単
に
平
面
的
に
二
十
五
原
理
を
数
え
あ
げ
て
転
変
説
の
哲
学
体
系
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
二
十
五
原
理
を
種
々
に
、
い
わ
ば
三
句
分
別

・
四
句
分
別
・
二
句
分
別
の
立
場
か
ら
数
え
あ
げ
て
根
拠
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、
独
自
の
サ
l
ン
キ
ヤ
的
立
場
を
も
っ
て
、
解
脱
の
成
就
・
実
現
を
め

ざ
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
諸
原
理
の
展
開
と
非
展
開
と
を
平
等
に
可
能
な
ら
し
め
る
諸
原
理
相
即
の
論
理
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
窺
わ
れ
る
。

(
6
)
吋
自
国
岱
明
g
n
E
-
開

J
〉
。
。
ロ
m
z
o口
三
。
口
。
同
巴
「
2
・E
P
〉
ι
r
E・5
m岨』劃同国
pmsι

〉
百
剖
ロ
P
』
。
ロ
『
ロ
乙
。
同

F
L
Eロ
除
切
Z
L
L
E
m
仲
∞
宮
《
ご
2
・

〈。
F
M
H
〈
.
Z
。・
N
.
]戸
甲
南
山

AP

司回以-umOR.

(
7
)
お
よ
そ
司

E
E削
宮
(
量
)
等
に
つ
い
て
の
真
正
の
認
識
|
真
実
智

(
2
2己
包

E
E
)
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
が
標
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
単
に
標
示
さ
れ
た
だ
け
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
ら
が
標
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
定
義
限
定
さ
れ
、
省
察
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
o

論
理
学
者
・
ヴ
ァ

l
ツ
ヤ
|
ヤ
ナ
(
〈
間
Z

Z
ヨ
E
)
に
よ
る
と
、
標
一
不

(
E
P
E
)
と
は
、
言
葉
に

よ
っ
て
事
物
を
表
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
定
義

(
z
g
m
E
)
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
牛
を
言
い
表
わ
す
の
に
、
牛
に
特
有
な
性
質
を
も

っ
て
す
る
よ
う
に
、
事
物
の
非
共
通
性
を
言
い
表
わ
す
こ
と
、
さ
ら
に
、
省
察
(
宮

Z
Eど
と
い
う
の
は
、
定
義
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
そ
の
定

義
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
熟
考
す
る
こ
と
で
あ
る

(
Z旬
間
三
'
Z
創設
P
〉ロ・

ω
・
ω
J
-
Y
民
)
0

(
8
)
国内削
2
E
-
N
r・
翻
此
二
因
勝
、
変
性
我
知
故
(
金
七
十
論
、
巻
上
)

0

(
9
)
g
τ
n
g
r
Z
E
M
f岨
芯
ロ
ロ
回

E
三
z
r
r
E昏

r
z
c
r
r
Z
E
(
P
∞
r
J
司・

ω
山
富
・
〈
J
司
・
∞
一

Z
・のよ司・

7
∞

-
T司
・
品
・
金
七
十
論
、
巻
上
)
・

。唱
-
S同H
H
S
ω
B削《同副ロ国叫
2
1
r
g
(〈・、
Ha--
司
・
口
一
吋
ロ
J-M-NAF・)・

〉
rr
コ2
5昨日。ロ
m
H
の
・
回
r-
ー
の
EM角田僧官同
L
P
∞削同町
rr〕z
r同
2
r削
'rr間∞〕『
P
回
。
ロ
釦
可
。
ω

∞
mロ
mr何
件
∞
2
・芯
p
z。
・
タ
岡
市
町
(
)
白
山
富
・
〈
・

還問仲
r
E
-
m
L山削同世
rF〕『印}内削
z
r割
目
〈
立
伸
一
喝
の
r。君
rrmwEr削
∞
E
M
m
r
2
ω
2・z
p
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N山由・

5
N
N
U
〈
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↓
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〈
倒
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z-vh凶t
自
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吋
my
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E
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E
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凶
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異
な
る
の
で
あ
る
。

(
幻
)
開
削

zr削
L叶
m
u
z
z刷
『
劃
宮
司
自
品
目

H1Fm雪
削
?
の
戸
国
内
聞

zr削ゆ
N
C
山

N
H
・

(
お
)
ジ
ニ
ャ
は
し
か
し
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
場
合
と
同
様
に
、
因
中
有
果
論

(
E房
間
ミ
ミ
削
含
)
的
に
論
証
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
で
は
な
く

て
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
純
粋
に
為
他
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
ジ
ニ
ャ
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
三
種
の
根
本
原
理
|
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
標
一
不
が
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
秩
序
連
関

を
示
唆
す
る
こ
と
を
知
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

〈
可
申

rs・
2u『恒吉田
E
Z白
は
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
逆
対
応
を
示
唆
し
て
い
る
。
お

よ
そ
サ

l
ン
キ
ヤ
の
原
理
の
認
識
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
か
ら
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
ヘ
、

さ
ら
に
ジ
ニ

ャ
へ
と
次
第
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
存
在
根
拠
に
も
と
づ
〈
存
在
で
あ
っ
て
存
在
根
拠
で
は
な
い
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ

の
存
在
根
拠
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
で
あ
り
、

さ
ら
に
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
根
拠
と
し
て
ジ
ニ
ャ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、

ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
ジ
ニ
ャ
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異

(
I
)
 

す
る
。
ゆ
え
に
、
ミ
弘
仲
間
・

2
3
r
z・
古
田
の
認
識
(
ミ
白

r
S
4白
E
と

E
・
1
百
創
出
回

)
|
|
i
三
句
分
別
と
も
い
う
べ
き
も
の
1
1
1
は、

ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
の
関
係
、

な
ら
び
に
、

ミ
白

rZEZU『陪
r
g
の
認
識
(
ミ
白
古
田
・

2
3
r仲
間
・
三
志
削

E
)
と
ミ
目

r
S
4目
r
g
a
E白
の
認
識
(
ミ
白

F
S
4白
rz'」
町
田
・
三
百
同

E
)

と
に
分
別
し
て
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
ヵ

1
リ
カ

l
第
三
に
即
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
カ

1
リ
カ

l
第
三
に
い

h

「
ノ
、

マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
は
自
性
に
し
て
変
異
で
あ
る
。
十
六
原
理
は
こ
れ
に
対
し

(
2
)
 

て
変
異
で
あ
る
、
プ
ル
シ
ャ
は
自
性
で
も
な
く
変
異
で
も
な
い
。
」

「ム

l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
非
変
異
で
あ
る
、



ミ
同

w
g・
2
3
r
g
'古
田
を
も
っ
て
標
示
さ
れ
た
三
種
の
根
本
原
理
!
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ヤ
が
四

(
3
)
 

種
に
分
別
せ
ら
れ
、
こ
の
四
種
が
「
論
の
対
象
」
と
し
て
限
定
概
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
論
の
対
象
と
し
て
は
、
ム

こ
こ
に
は
、

ー
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ

(
宮
口
}
担
固
有
印

r
z
r
本
性
)
と
、

マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
(
B
与
立
包
ZY---E主
同
)
と
、
十
六
原
理
(
唱
え
白
E
r
p

十
六
諦
)
と
、
プ
ル
シ
ヤ

(
宮

2
2・
真
我
)
と
の
四
種
、
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
順
次
に
、
単
に
非
変
異
・
自
性
で
あ
る
も
の

7
1
r
t了
間
百
回

r
Z守

2
由
)
、
自
性
に
し
て
変
異
で
あ
る
も
の

(
可
思
ユ
ナ
i
r
z
z・
2
同
)
、
単
に
変
異
で
あ
る
も
の

(
2
r削
吋
丸
田

サーンキヤ原理の解明の問題

i
r
-
-同・

2
由
)
、
自
性
で
も
な
く
変
異
で
も
な
い
も
の

(
Z
匂

E
r
-
-吋

E
n恒
三

r
z
-
7
2
z
Zミ白
-E宮
「
)
、
と
限
定
概
括
さ
れ

(
4
)
 

て
い
る
の
で
あ
る
。

註
釈
に
よ
れ
ば
、

ム
l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
。
フ
ラ
ダ

l
ナ
(
℃

E
L
r削ロ
P

(
5
)
 

勝
因
)
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
ト
リ

ラ
ジ
ャ
ス

(
H
i
3
2
)

(
Z
B
2
)
の
平
衡
態
(
印
削
自
可
削

Z
E
E
)

(回白

=z)

グ
ナ
1

サ
ッ
ト
ヴ
ア

で
あ
っ
て
、
よ
く

タ
マ
ス

一
切
の
も
の
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
(
出
曲
『

Z
E
E
E
)
、

他
の
も
の
よ
り
生
ず
る
も
の
で
な
い
か
ら
(
と

g
ヨ
zmzt)、
す
な

わ
ち
、
よ
く
マ
ハ
ッ
ト
等
を
生
じ
、
し
か
も
マ
ハ
ッ
ト
等
の
他
の
も
の
よ
り
生
ず
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
プ
ラ
ダ

l
ナ
と

(
6
)
 

称
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
変
異
で
は
な
く
て

(
g
i
f
t
-
v
)
、

非
変
異

(2-rtf)
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
た
だ
能

生
性

(
E
S也
長
田
仲

g
)
の
原
因

(
E
E恒
主
で
あ
っ
て
、
決
し
て
所
生
性

(
5
3ロ
ロ
白
雪
印
)
の
結
果

(
r
町
三
)
た
る
も
の
で
は

(
7
)
 

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
時
自
性
に
し
て
変
異
で
あ
る
(
自
由

E
E
L
Z
f
同】『回一同吋江・ヱ}内吋仲田一可
h

じい

田喜
Z
)
。

マ
ハ
ッ
ト

(
B
与

F
大
)
と
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
(
同
宮
島
常
P

我
慢
)
と
五
タ
ン
マ

l
ト
ラ
(
宮
町

S
Zロ・

す
な
わ
ち
、

HH岡山山件『削ロ

五
唯
)
と
い
う
こ
れ
ら
七
原
理
(
印

8
gム
己
言
削
ロ
了

七
諦
)
は
、

61 

他
の
も
の
の
原
因
で
あ
る
か
ら
自
性
で
あ
り

(
8
)
 

(
司

z
r
z吉
正
吉
包

E
E
2
2
g可
削
)
、
か
っ
、
そ
れ
自
体
結
果
で
あ
る
か
ら
変
異
で
あ
る

(
i
r
Z
3『
白
山

ロ白}同削
H

・u『印仲町凶】刊町四
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国

Z
苫
-g)0
マ
ハ
ッ
ト
は
プ
ラ
ダ
l
ナ
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
〔
プ
ラ
ダ
l
ナ
の
〕
変
異

(
i
r
-
-
)
で
あ
り
、

よ
く
ア
ハ
ン

カ
I
ラ
を
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
の
〕
自
性
(
唱

zrzこ
で
あ
る
。

ア
ハ
ン
カ

l
ラ
は
マ
ハ
ッ
ト
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
マ
ハ

ッ
ト
の
〕
変
異
で
あ
り
、
よ
く
五
タ
ン
マ

l
ト
ラ
お
よ
び
十
一
イ
ン
ド
リ
ヤ
(
巾

E
E
Z
Z
Z可削恒「

十
一
根
)
を
生
ず
る
か
ら

〔
そ
れ
ら
の
〕
自
性
で
あ
る
。
五
タ
ン
マ

l
ト
ラ
は
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ
l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、

よ
く
五

マハ

l
・
ブ

l
タ
(
唱
田
町

2
・B
同「削ゲ
r
g
E
T
五
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
五
マ
ハ

l
・ブ

l
タ
の
〕
自
性
で
あ
る
。
シ
ャ
ブ
ダ
・
タ
ン

マ
l
ト
ラ

(Err-gロ
国
営

Z

声
唯
)
は
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、

ア
l
カ
l
シ
ヤ

(

包

円

割

問

山

内

凶

空
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
ア
l
カ
l
シ
ャ
の
〕
自
性
で
あ
る
。

ス
バ
ル
シ
ャ
・
タ
ン
マ

l
ト
ラ
(
回
目
V

白『

E
-
gロ
B
削可
P

触
唯
)
は
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、
ヴ
ァ

l
ユ

(
〈
削
ヨ
・
風
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
ヴ

ァ
l
ユ
の
〕
自
性
で
あ
る
。
ガ
ン
ダ
・
タ
ン
マ

l
ト
ラ

(
m
S
E
E
2
5削可
P

香
唯
)
は
ア
ハ
ン
カ
l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン

カ
l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、
プ
リ
テ
ィ
ヴ
ィ

l
(
司

Z
E
-
-
地
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
プ
リ
テ
ィ
ヴ
ィ

l
の
〕
自
性
で
あ
る
。
ル
ー

パ
・
タ
ン
マ

l
ト
ラ
(
吋
口
唱
曲
仲
間
ロ
ヨ
包

Z

ジ
ャ
ス

(

芯

]

担

問

色
唯
)
は
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、
テ
ー

火
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
テ

l
ジ
ャ
ス
の
〕
自
性
で
あ
る
。
ラ
サ
・
タ
ン
マ

l
ト
ラ

(
Z
m
E
g
s
g
Z咽

昧

唯
)
は
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
か
ら
〔
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
の
〕
変
異
で
あ
り
、

ア
l
パ
ス

(削唱曲目

水
大
)
を
生
ず
る
か
ら
〔
ア

変 l
異パ
なス
のの
で〕

あ自
る旦性
。で

あ
る

こ
の
よ
う
に
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
は
所
生
性
に
し
て
能
生
性
で
あ
る
か
ら
、

自
性
に
し
て
か
つ

こ
れ
に
対
し
て
、

十
六
原
理
は
単
に
変
異
で
あ
る

(
g色白山田
r
g
Z
1
r同司白

2
同
)
。
と
い
う
の
は
、

十
六
原
理
は
た
だ
単
に
他
の
も
の
よ
り
生
ず
る
と
い
う
結
果
性

(
r
町
三
雪
印
)
の
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
の
も
の
を
生
ず
る
と
い

(
叩
)

う
原
因
性
(
釘
『

2
2
5
)
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
六
原
理
と
は
、
ア
ハ
ン
カ

l
ラ
よ
り
生
ず
る
十
一
イ
ン
ド
リ
ャ
、
す
な
わ



ち
、
シ
ャ
ブ
ダ
等
の
五
ブ
ッ
デ
ィ
・
イ
ン
ド
リ
ヤ
(
宮
町

g
E
E円
Z
E
E
-
z包
喝
五
知
根
)
、

ヴ
ァ

l
チ
(
ニ
ロ

舌
)
等
の
五
カ
ル

マ
・
イ
ン
ド
リ
ヤ
(
宮
町
内
田
・

}S
コ
z
z
z
z
t
-
五
作
根
)
、
第
十
一
器
官
・
マ
ナ
ス

す

Z
L
E担
任
自
由
ロ
与
唱
意
)
と
、
五
タ
ン
マ

i
ト

ラ
よ
り
生
、
ず
る
五
マ
ハ

l
・
ブ

l
タ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
前
述
の
ご
と
く
、
た
だ
単
に
所
生
性
で
あ
り
能
生
性
で
な
い
か
ら
、
単

(
日
)

に
変
異

(
i
E『
pir--)
だ
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
プ
ル
シ
ャ
は
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
も
の
を
生
ず
る
と
い
う
能
生
性

を
も
た
な
い
か
ら
自
性
で
は
な
く

(
Z
育
長
ユ
可

S
E
E
L白
Z
Z悶乙、

か
っ
、
他
の
も
の
よ
り
生
ず
る
と
い
う
所
生
性
を
も
た
な

サーンキヤ原理の解明の問題

い
か
ら
変
異
で
も
な
い

(
z
i
r
-
-
H・
2
三
宮
口

E
2削
仲
)
、
前
の
三
種
の
原
理
と
ま
っ
た
く
異
な
り
、
決
し
て
原
因
で
も
な
く
結
果

で
も
な
い
(
ロ
即
時
品

m
z
r同
E
S
E
E
g
r骨
苫
ヨ
)
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
性
で
も
な
く
変
異
で
も
な
い
、
非
自
性
・
非
変
異
な
の
で

(ロ)

ル
め
呼
令
。

か
く
て
、
ミ
与
仲
間
・
曲
ミ
白

r
gム
E
を
も
っ
て
標
示
さ
れ
た
コ
一
種
の
根
本
原
理
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
が
四
種
に

分
別
せ
ら
れ
、
こ
の
四
種
が
論
の
対
象
と
し
て
限
定
概
括
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
ヴ
ィ
ア

ク
タ
の
二
種
分
別
(
門

2
2
-
L
E
2
5削
官
)
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
二
種
分
別
に
よ
っ
て
三
種

の
根
本
原
理
は
四
種
に
分
別
|
四
種
分
別
す

E
C『
〈
丘
町
田
三
喜
剛
明
白
)
せ
ら
れ
、
限
定
概
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の

二
種
分
別
と
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
と
十
六
原
理
と
の
二
種
に
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

カ
i
リ
カ

i
で

「
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
は
自
性
(
同

VEr--唱曲
ir--)
に
し
て
変
異

(
2
f片
乙
で
あ
り
、
十
六
原
理
は
こ
れ
に
対
し
て
単
に

(
日
)

変
異

(4FEZ-
〈
昨
年
主
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
に
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
、
自
性
・
変
異
な
る
も
の
|
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
と
単
に
変

宇
品
、

異
な
る
も
の
|
十
六
原
理
と
の
二
種
に
分
別
さ
れ
て
い
る
。
自
性
と
い
う
の
は
能
生
性
の
原
因
た
る
こ
と
、
変
異
と
い
う
の
は
所
生
性

63 

の
結
果
た
る
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
性
・
変
異
な
る
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
は
原
因
・
結
果
i
因
果

(
E
Z
S
Eミ
と
な
る
も
の
で
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あ
り
、
単
に
変
異
な
る
十
六
原
理
は
結
果
|
果

(
Eミ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
、

(
M
H
)
 

1

因
果
な
る
も
の
と
、
十
六
原
理
|
果
な
る
も
の
と
に
分
別
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理

こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
二
種
分
別
は
、
総

U
て
ヴ
ィ
ア
ク
夕
、
が
号
主
出
目
℃

E
5
2白
の
対
象
で
あ
る
か
、
ぎ
り
、

f
z由
・
育
問
自
削
宮

に
連
関
す
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
限
定
概
括
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
接
経
験
に
連
関
し
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
経
験
に
も
と
づ
い

て
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
を
み
と
め
る
か
、
ぎ
り
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
一
方
に
お
い
て
因
果
な
る
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
と
し
て
、
他
方
、
十
六

(
日
)

原
理
と
し
て
限
定
概
括
さ
れ
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
認
識
根
拠
と
し
て
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
で
あ
る
プ
ラ
ダ

i
ナ
と
ジ
ニ
ャ
で
あ
る
。
フ

(
出
)

ル
シ
ャ
と
が
限
定
概
括
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
し
て
単
に
結
果
変
異

(
i
r
-
-
)
な
る
十
六
原
理
を
み
と
め
る
な
ら
ば
、

ご
れ
に
対
し
て
原
因
1

非
変
異

(
2
F
2こ
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
必
然
的
に
み
と
め
ら
れ
よ
う
、
結
果
・
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
根

拠
と
し
て
。
た
だ
し
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
し
て
は
十
六
原
理
の
ほ
か
に
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
が
あ
り
、

マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
が
十
六
原
理

の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
原
因
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
因
果
な
る
も
の
ー
で
は
あ
り
え
な
い
、

そ
れ
は
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
の
ほ
か
な
る
第
一
原
理
・
プ
ラ
ダ

l
ナ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
単
に
原
因
|
非
変

異
な
る
ム

l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
総
じ
て
ヴ
ィ
ア
ク
タ
一
般
に
対
し
て
必
然
的
に
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
ム

l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ

(
プ
ラ
ダ

l
ナ
)
は
あ
ら
ゆ
る
結
果
・
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
根
本
原
因
で
あ
る
。
こ
の
も
の
の
ほ
か
に
は
い
か
な
る
根
本
原
因
も
存
在
し
な

(
げ
)

い
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
結
果
は
結
果
と
し
て
生
ず
る
以
前
、
す
で
に
根
本
原
因
な
る
ム
l
ラ
・
ブ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
お
い
て
実
在
す
る
。
も

(
凶
)

し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
結
果
は
原
因
よ
り
い
か
に
し
て
生
じ
え
よ
う
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
こ
の
よ
う

に
み
と
め
る
な
ら
ば
、
ご
れ
に
対
し
て
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
な
る
も
の
は
こ
れ
と
全
く
相
異
す
る
他
者
と
し
て
、

つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ア
ク

タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
た
だ
そ
の
も
の
の
た
め
に
あ
る
と
こ
ろ
の
他
者
と
し
て
、
必
然
的
に
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
因
果
あ
る
い
は
単
に



結
果
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
や
、
単
に
原
因
で
あ
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
全
く
相
異
す
る
他
者
と
い
う
の
は
、
決
し
て
原
因
・
結
果
に
あ
ら

「
プ
ル
シ
ャ
は
自
性
で
も
な
く
変
異
で
も
な
い
。
」

ざ
る
も
の
、
非
因
非
果
(
器
削
『

g
削
E
『
可
申
)
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
二
種
分
別
を
前
提
と
す
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
こ
の
よ
う
な
限
定
概
括
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア

ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
の
算
数
(
∞

E
H
5
3
)
と
い
う
こ
と
を
意
趣
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
さ
ら
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
二
種
分
別
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
多
(
曲
目
呉

p
z
r
E
Z
)
と
い
う
こ
と
を
意
趣
す
る
。

(
初
)

果
な
る
も
の
で
あ
り
、
十
六
原
理
は
単
に
果
な
る
も
の
で
あ
る
。
」

「
マ
ハ
ッ
ト
等
七
原
理
は
因

明
ら
か
に
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
多
な
る
も
の
で
あ
る
。
多
な
る
ヴ
ィ
ア

サーンキヤ原理の解明の問題

(

巾

r
p
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ

ク
タ
を
前
提
と
す
る
か
、
ぎ
り
、

ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
プ
ラ
ダ

l
ナ
は

に
対
す
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
単
に
果
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
十
六
原
理
の
固
た
る
の
み
な
ら
ず
、

因
果
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
七
原
理
の

因
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
プ
ラ
ダ

1
ナ
が
単
に
多
な
る
果
に
対
す
る
多
な
る
因
で
は
な
く
て
相
対
的
因
果
を
超
え
た

唯
一
因
(
岳
民
削

2
2
)

「
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ヴ
ィ
ア
ク
タ
に
反
す
る
。
無
因
(
白
r
z
z
B
E
)

でで
ああ
る(る

と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
フ

で
は
、
ジ
ニ
ャ
・
。
フ
ル
シ
ャ
は
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
か
?

恒
常

(
E
q由
)

非
因
非
果
な
る
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ

は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
存
在
根
拠
と
し
て
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
全
く
相
異
す
る
他
者
で
あ
る
か
ら
、
単

に
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご
と
く
多
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
単
に
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご
と
く
一
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
単

に
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ウ
タ
の
ご
と
く
多
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
で
は
な
い
か
?

単
に
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご
と
く
一
で
な
い
な

ら
ば
、

そ
れ
は
多
で
は
な
い
か
?

ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
が
多
で
な
い
と
同
時
に
一
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
。
フ
ル
シ
ャ
は
多
で
あ
る
と
説
か
れ
、
ま
た
、

一
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
。

65 

「
生
・
死
・
器
官
は
各
別
決

(n) 

定
で
あ
る
か
ら
、
活
動
は
非
同
時
的
で
あ
る
か
ら
、
ト
リ
グ
ナ
所
成
は
別
異
で
あ
る
か
ら
、
プ
ル
シ
ャ
は
多
で
あ
る
。
」

こ
こ
に
、
プ
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「
ヴ
ィ
ア
ク
タ
は
ト
リ
グ
ナ
所
成
、
不
相
離
、
対
象
、
平
等
、
無
智
、
能
生
で
あ
る
。

(
勾
)

プ
ラ
ダ

l
ナ
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
。
フ
ル
シ
ャ
は
こ
れ
と
反
対
で
あ
り
か
つ
同
様
で
あ
る
己

ル
シ
ャ
は
多
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
に
は
、
プ
ル
シ
ャ
が
一
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
る
根
拠
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
ア
ジ
ニ
ャ

(
M
J
 

る
と
全
く
相
異
す
る
他
者
な
る
が
ゆ
え
に
、
単
に
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご
と
く
多
で
は
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
多
で
あ
る
な
ら

(
お
)

ば
、
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
区
別
さ
れ
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
単
に
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご
と
く
一
で
は
な
い
。
も
し

(
無
智
者
)
な

そ
の
よ
う
に
一
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
区
別
さ
れ
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
は
非
因
非

果
な
る
も
の
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
因
果
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
ー
こ
れ
は
総
じ
て
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
を
も
っ
て
摂
め
ら
れ
る
ー
ー
を

超
え
て
い
る
か
ら
、
多
で
な
く
一
で
も
な
い
。
た
で
だ
し
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
の
連
関
に
お
い
て
積
極
的
に
い
え
ば
、
ジ

こ
の
こ
と
は
、
ジ
ニ
ャ
・
。
フ
ル
シ
ャ
が
一
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

(
幻
)

て
「
生
・
死
・
器
官
ト
リ
グ
ナ
所
成
の
各
別
決
定
の
ゆ
え
に
プ
ル
シ
ャ
は
多
で
あ
る
。
」

イニ

アヤ
ク・
タプ
のル
ごン

とヤ
くは
でー
あで
る(あ
己ぎり
多
で
あ
る

「
プ
ル
シ
ャ
は
、
ト
リ
グ
ナ
所
成
に
し
て
多
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
反
対
で
あ
り
、

ア
ヴ

も
っ
と
も
、
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
は

で
あ
り
多
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
夕
、
な
い
し
、

一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
全
く
同
じ
で
な
い
こ
と
は
、
さ
き
に
ふ

一
と
多
と
を
単
に
差
別
す
る
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、

(
お
)

算
数
と
い
う
こ
と
は
全
く
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
に
し
て
多
な
る
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
の

以
上
、
三
種
の
根
本
原
理
の
標
示
と
限
定
概
括
と
に
つ
い
て
論
究
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
種
の
根
本
原
理
!
ヴ
ィ
ア
ク
タ

-
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
・
ジ
ニ
ャ
が
ど
こ
ま
で
も
サ
1
ン
キ
ヤ
的
に
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
逆
対
応
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
分
別
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ミ
白

r
s・
2
吉
宮
田
ム
出
血
の
認
識
が
ミ
白

r
g
B
E
E
r
g
の
認
識
(
因
果
観
)
と
ミ
曲
「
仲
間
ミ
巴

g-吉
田
の
認
識



(
超
因
果
観
)
と
に
分
別
し
て
究
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
サ
l
ン
キ
ヤ
の
特
異

(
m
m
)
 

な
転
変
説
な
い
し
転
変
説
一
般
の
展
望
の
た
め
に
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

サーンキヤ原理の解明の問題

註
(
l
)
の
司
・
。
三
巴
『
i
L
r
?
t
r
r削
明
白
(
の
同
・
開
削
コ
r
p
ω
)
・

(
2
)
自国】問司
E
w
r
Z
F
『
釦
〈
Hr--
吋
自
曲
目
H
E同副島〕『
MMF
唱『
m
r
1
2
存
立
釦
河
内
L
M
ω
2
v
g
一

ω。《日空肺曲目州陶
ω
骨
冨
〈
己
内
同
一
司
。
国
防
司
吋
岱
}
州
吋
江
吋
ロ
釦
〈
回
}
州
吋
t
v
司
Z2Mω
釦}叫一一

本
性
無
変
異
、
大
等
亦
本
変
、
十
六
但
変
異
、
智
者
非
本
変
(
金
七
十
論
、
巻
上
)
。

(
3
)
宮
町
可
制
ユ
r
f
〈
-H-
唱・

5
・

(
4
)
冨
・
〈
J

司・

5
…
〈
・

Ha--
広
三
・

(
5
)
の
・
回
r
J
司・

ω
・
ζ
・〈
J-v-u
・
〈
-
吋
・
・

5
三・

(8)
〈
-Hd・-
F正
・
・
問
問
E

E岨

H
H
h
H
N
山
口
山

Z
・。
J
唱・

ω
・
山
富
・
〈
-w-YH0・

(
7
)
冨
・
〈
J
唱-
U

一
〈
・
、
『
J
F
E
-

あ
ら
ゆ
る
結
果
の
根
本
原
因
で
あ
り
、
こ
の
も
の
の
ほ
か
に
は
い
か
な
る
根
本
原
因
も
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
ム

l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
い
わ

ゆ
る
因
中
有
果

(
Z
H
r
曲
ミ
土
問
骨
子
同
ヤ
)
の
立
場
か
ら
要
請
さ
れ
た
第
一
原
理
だ
と
い
え
よ
う
。
も
し
こ
の
ム

l
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
存
在

し
な
け
れ
ば
、
無
限
後
退
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
(
〈
・
‘
Ha--MrE
・)

(
8
)
冨
・
〈
J
F
E
・
山
〈
・
叶
J
ル

rML-

(
9
)
の
・
∞
r
J
F
三
・
山
富
・
〈
J
司司・由
j
H
C
一
〈
・
叶
・
1
r
E
-

(
印
)
冨
・
〈
J

司・

5
・

(
U
)
の
・
∞
r
J
H
E
L
-
-
冨
-
〈
J
5
E
・
U

〈
・
吋
J
F
三・

(
ロ
)
宮
・
〈
J
M
E
L
-

(
日
)
自
己
高
島
包
〕
『
山
間
押
回
宮
d
-
q
z
i
r
ュ3
よ

w
r
ω
2
M
g
u
g
L
E
州牛肉
E

E

〈】
r削

zf(開削同
J
r
聞い)・

大
等
亦
本
変
、
十
六
但
変
異
(
金
七
十
論
、
巻
上
)
も

67 
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(
日
比
)
こ
こ
に
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
結
果
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
因
果
の
連
関
体
系
と
い
う
も
の
が
、
い
い
か
え
る
と
、
総
じ
て
縁
起
す
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ

の
縁
起
性
が
一
示
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
，
縁
縁
起
(
唱
宮
ω
t
Zの
2
目

z自戸信喜M老唱唱
Z削包Lε釦P噌唱官吋乞刊巳件
E
'
ω
E釦百E
阿

措
い
て
他
に
存
し
乍
え
え
な
い
か
ら
(
有
支
縁
起
説
参
照

)τ。
因
が
果
と
な
り
果
が
因
と
な
る
交
互
因
果
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
因
果
の
連
関

体
系
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

日

)

国

内

問

円

安

問

-
d

(
日
)
関
山
町
立
r
間
・
∞
山
口

(
げ

)ω
己
目
内
削
ご
よ
w阿
国
}
内
削
口
広
岡
山
・
〈
〕
『
叫
司
副
司
副
一
仲
司
Ham山間
2
=
(
〈
・
叶
J

唱
・
企
)
・

(
日
)
【
U
F
Mハ
削
同
日
}
《
削
温
∞
一
釦
mELm-SH・州
wd聞
L
Z唱削
LM回口白閣吋釦
}Mmロ削同

ω
E
J占
'ω
白岡町
Mrr虫、削
r
r削〈間件一

Umwrgmu戸
川
山
ω-qmwr釦吋
mwD
削
同
「
削
吋
向
wロ
mBrr削〈割合目印

E
存
削
『
吉
田
=
無
不
可
作
故
、
必
須
取
因
故
、
一
切
不
生
故
、
能
作
所
作
故
、
随
図
有
果
故
、
故
説
因
有
果
(
金
七
十
論
、
巻
上
)
。

(
凶
)
開
削
z
r削唱
ω
r
・ロ
m
-
M
H
d
f
t吋
ロ
m
W
2
r吋片岡
r
-
E門戸
M
g
r・

非
自
性
・
非
変
異
に
し
て
非
図
非
果
で
あ
る
プ
ル
シ
ャ
と
い
う
ご
と
き
原
理
は
、
自
性
変
異
因
果
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
単
に
考
え
ら
れ
た
原
理

に
す
、
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
非
因
非
果
な
る
も
の
と
し
て
因
果
の
立
場
を
超
え
て
い
る
。
し
か
も
因
果
の
立
場
は
、
こ
の
よ
う

な
因
果
の
立
場
を
超
え
た
立
場
、
超
因
果
の
立
場
と
の
不
離
な
る
連
関
に
お
い
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
?
ア
ヴ
ィ

ア
ク
タ
よ
り
の
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
生
成
展
開
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
と
の
結
合
を
契
機
と
す
る
の
で
あ
る
(
同
町

F
P

N
H
l
N
N
)
0

こ
の
こ
と
は
、
縁
起
の
成
立
の
問
題
に
対
し
て
重
要
な
示
唆
を
投
げ
か
け
る
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
の
戸
間

MrJr
削い・

(
幻
)
貝
削
2

E
・
5
r・
こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
一
と
い
う
こ
と
は
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
多

(
g
o
r
m
)
に
お
け
る
一
で
あ
る
と
も
み
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
絶
対
的
一
を
意
味
す
る
。
絶
対
的
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
が
変
現
(
生
成
展
開
)
し

て
多
(
非
こ
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
な
る
の
で
あ
る
。
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
(
百
与
主
包
工
広
官
)
の
成
立
は
こ
れ
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。
絶

対
的
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
遍
在
す
る
も
の
か
ら
相
対
的
多
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
へ
、
こ
こ
に
一
則
多
の
論
理
が
窺
わ
れ
よ
う
(
転
変
説
の
基
盤
)
。

(
n
)
E
E
m
z
g自
己
a
E
g
r
E
-
g
m
E削
昏
目
出
i
E
E苛
E
出削
L
S己
間
ぷ
》
三
官
Hdw，
、
三
宮
山
口
釦
一

同冨一
2M叩
mwrmwrzZ一
問
自
己
L
L
F
E仲
】
可
釦
岡
崎
ロ
恒
可
mw三
回
》
釦
門
司
釦
一
可
割
合
。
包
〈
ω
一一
H

∞一一

(
お
)
同
ユ
明
白
ロ
E
g
m
i〈。
-
2
2
2ーヨ
wM】

ω副
自
削
ロ
〕
孟
阿
国
民
主
知
口
mw同
官
官
d
m
宮、
mw《同『
ω
コE
一

〈〕『州
w
r
g母

g
p削
官
同
aEjr削
E
E
S
L
4仲間》印岡山
g
ω
S
F削
2
ー
目
冨
自
制
ロ
一
一
戸
一
一



」
の
点
に
関
す
る
諸
註
釈
の
註
解
は
十
分
に
適
切

サーンキヤ原理の解明の問題

(
包

)
Q・
同
町
長
同

-HHF
・
4
m
r
g
E
S
H
F削
買
主

E
E同時
M
g《
回
目
は
間
同
国
同
国
旧
同
同
同
吉
田
宮
・

だ
と
は
い
い
が
た
い
。

(
お
)
の
戸
開
削

1
r削咽同∞
r
一
司
ロ
コ

M胡
mrHW}E2m凶吾
ω片
品
角
田
『
伽
同
町
可
包
間

Z
3よ
wd『
岡
田

V

白
Hau--聞
の
の
釦
古
川

r
h
-
Y
}ハ
削
円
安
凶

-HHr・

(
お
)
の
同
・
問
問
問
ユ

r削
-HHWHC

(

幻

)

国

内

同

ユ

r
削咽

]5・

(
お
)
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
の
多
と
い
う
こ
と
は
、
ヵ

l
リ
カ

l
第
十
八
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
り
、
一
般
に
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
多
と
い
う
こ
と
と
同
一
視
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
の
多
は

Z
E
2俗
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
多
は

2
。
rmで
あ
っ
て
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
リ

テ
ラ
リ
に
相
異
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
相
異
は
言
葉
の
単
な
る
ア
ヤ
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル

シ
ャ
は
、
ト
リ
グ
ナ
所
成
な
る
ヴ
ィ
ア
ク
タ
に
反
す
る
が
ゆ
え
に
、
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
多

g
。
E
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
。

Z
に
対
す
る
|
と
相
異
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
プ
ル
シ
ャ
の
多
と
り
7
こ
と

(
Z
2
2
E
E
E言
p
・
各
我
義
)
を
も
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
o

イ
ロ
吋

zmmじ
rmrEZ.
は
カ
l
リ
ヵ
ー
に
よ
る
と
、
一
切
生
類
の
生
・
死
・
器
官
の
各
別
決
定
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
一
切

生
類
に
お
い
て
生
・
死
・
器
官
の
各
別
決
定
と
い
う
こ
と
は
争
う
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

Z
E
E
-
z
r
E
Z
と
い
う
こ
と
を
確
認

さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
官

2
2
1
Z
E芝
山
は
一
切
生
類
の
生
・
死
・
器
官
の
各
別
決
定
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
証
明
の
過
程
を
み
る
と
、
吉

2
2・
zzzω
は
一
切
生
類
が
即
す
る
無
量
の
諸
仏
1

恒
河
沙
数
と
も
い
わ
れ
る
の
無
量
無
数
と
い

う
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
一
切
生
類
(
衆
生

)
1悉
有
仏
性
な
る
こ
そ
、
悉
皆
成
仏
を
保
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
は
同
様
で
あ
る

(
Z手刷

Z
Z
-
E
E
)
と
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
が
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
の
ご

と
く
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ジ
ニ
ャ
・
プ
ル
シ
ャ
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
に
反
す
る
か
ら
、
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
同
一
視
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
但
し
、
プ
ル
シ
ャ
は
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
諸
註
釈
に
お
い
て
も
概
ね
カ
l
リ
カ

1
第
十
に
連
関
し
て
解
釈
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
プ
ル
シ
ャ
は
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
と
同
じ
く
一
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
、
が
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
プ
ル
シ
ャ
は
事
実
上
、
一
で
は

な
く
て
、
一
な
る
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
忍
」
と
く
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ア
ヴ
ィ
ア
ク
タ
に
反
し
て
、
非
因
非
呆
(
超
因
果
V
で
あ
る
か
ら

(
Q
-
E
Z
F

S
)
。

(
却
)
大
乗
仏
教
の
〔
唯
〕
識
転
変
説
(
〈
剛
志
朗

E
-
Z
Z
Z田
中
乱
含
)
に
お
い
て
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
総
じ
て
我
・
法
の
仮
説
(
思
想
)
を
摂
す
る
ヴ

ィ
ジ
ニ
ャ

i
ナ
な
こ

E
E咽
識
)
の
転
変
(
官
邸
江
口
朗
自
白
)
が
、
第
一
転
変

2
Z
E
(異
熟
)
・
第
二
転
変
自

E
E
(思
量
)
・
第
三
転
変

i
Z
3
2ヲ

2
2
E
m〕
E
e
(了
境
)
の
三
種
を
も
っ
て
限
定
概
括
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
と
の
逆
対
応
を
示
唆
す
る
ヴ
ィ
ジ
ニ
ャ

i
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ナ
原
理
の
転
変
の
秩
序
連
関
が
窺
わ
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
、
第
一
転
変

tzz
は
第
八
識
、
第
二
転
変

E
2
2
は
第
七
識
内
第
三
転
変

z
r
z町

三

Z
E
m
E
は
前
六
識
と
称
ば
れ
、
ま
た
、
第
一
転
変

izzは
根
本
識
、
第
二
転
変
旨

E
Z
と
第
三
転
変
三
百
右
寄
・

1
2『
2
3
と
は
こ
れ

に
対
し
て
転
識
(
末
識
)
と
称
ば
れ
る
点
、
注
目
に
値
し
よ
う
c

(

〈

E
ロ
Z
E
E
-
H，
Z
E
即
日
冨
手
宏
司
江
田
富
ユ
E岨

H
1
5
u
H吋・)

(
文
学
部
教
授
)


